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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消費器（５）をバリオサーム温度制御するための方法であって、第１の温度を有する液
状の第１温度制御媒体（高温の媒体、Ｔ１）と、第２の温度を有する液状の第２温度制御
媒体（低温の媒体、Ｔ２）とを、交互に消費器（５）に通してポンプ輸送する方法におい
て、
　第１温度制御装置（１）から、第１温度制御媒体（Ｔ１）を、第１の３方向切替弁（３
）および第１供給管路（２）を順次通って消費器（５）に供給し、該消費器（５）に供給
された第１温度制御媒体（Ｔ１）を、第１導出管路（７）を通って第１温度制御装置（１
）に返送するか、または第２温度制御装置（１０）から、第２温度制御媒体（Ｔ２）を、
第２の３方向切替弁（１３）および第２供給管路（１１）を順次通って消費器（５）に供
給し、該消費器（５）に供給された第２温度制御媒体（Ｔ２）を、第２導出管路（１２）
を通って第２温度制御装置（１０）に返送し、
　第１および第２供給管路（２、１１）および／または第１および第２導出管路（７、１
２）に弁が存在せず、
　第１および第２供給管路（２、１１）ならびに第１および第２導出管路（７、１２）の
うち、少なくとも第１及び第２供給管路（２、１１）の接触箇所であって、かつ消費器（
５）の外面、または消費器（５）の内部に、Ｔ字形またはＹ字形の接続部材（４、６）が
設けられており、第１および第２温度制御媒体（Ｔ１、Ｔ２）を、前記接続部材（４、６
）を通じて衝突させて互いに直接接触させ、または前記接続部材（４、６）内に設けられ
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た逆止弁（３６，３７，１００）の介在下に衝突させて間接的に互いに接触させることを
特徴とする、消費器をバリオサーム温度制御するための方法。
【請求項２】
　第１および第２温度制御媒体（Ｔ１、Ｔ２）を、消費器（５）の流入側に位置する接続
部材（４）においても、消費器（５）の流出側に位置する接続部材（６）においても衝突
させて、両接続部材（４、６）を通じて直接または間接的に互いに接触させる、請求項１
記載の方法。
【請求項３】
　第１および第２温度制御媒体（Ｔ１、Ｔ２）の前記接続部材（４）を通じての接触位置
は、消費器（５）の温度制御通路の流入部である、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　消費器（５）を高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）によって温度制御する際に（加熱）、
消費器（５）の外面における接触個所に低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）の静止した水柱
を待機させ、接続部材（４、６）を通じて、流動する第１温度制御媒体（Ｔ１）と直接に
または間接的に接触させる、請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　消費器（５）を低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）によって温度制御する際に（冷却）、
消費器（５）の外面における接触個所に高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）の静止した水柱
を待機させ、接続部材（４、６）を通じて、流動する第２温度制御媒体（Ｔ２）と直接に
または間接的に接触させる、請求項１から４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　消費器（５）の温度制御を高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）から低温の第２温度制御媒
体（Ｔ２）へ切り換える際に、消費器（５）内にまだ存在している第１温度制御媒体（Ｔ
１）を、第２温度制御媒体（Ｔ２）を有する循環路内へ持ち込み、消費器（５）の温度制
御を第２温度制御媒体（Ｔ２）から第１温度制御媒体（Ｔ１）へ切り換える際に、消費器
（５）内にまだ存在している第２温度制御媒体（Ｔ２）を、第１温度制御媒体（Ｔ１）を
有する循環路内へ持ち込む、請求項１から５までのいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　消費器（５）の温度制御を高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）から低温の第２温度制御媒
体（Ｔ２）へ切り換える際に、消費器（５）内にまだ存在している第１温度制御媒体（Ｔ
１）を、第１温度制御媒体（Ｔ１）のための中間貯え器（２０、２１）内に導入し、消費
器（５）の温度制御を低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）から高温の第１温度制御媒体（Ｔ
１）へ切り換える際に、消費器（５）内にまだ存在している第２温度制御媒体（Ｔ２）を
、第２温度制御媒体（Ｔ２）のための中間貯え器（２０，２２）内に導入する、請求項１
から５までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　「冷却」から「加熱」への切換後に、高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）を前記中間貯え
器（２０、２１）から高温の温度制御循環路内に戻し、「加熱」から「冷却」への切換後
に、低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）を前記中間貯え器（２０，２２）から低温の温度制
御循環路内に戻す、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　「冷却」から「加熱」への切換後に、高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）を前記中間貯え
器（２０、２１）から高温の温度制御循環路内に戻し、これに平行して、消費器（５）内
にまだ存在している低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）を第２温度制御媒体（Ｔ２）のため
の前記中間貯え器（２０、２２）内に導入する、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　「加熱」から「冷却」への切換後に、低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）を前記中間貯え
器（２０，２２）から低温の温度制御循環路内に戻し、これに平行して、消費器（５）内
にまだ存在している高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）を第１温度制御媒体（Ｔ１）のため
の前記中間貯え器（２０，２１）内に導入する、請求項８または９記載の方法。
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【請求項１１】
　第１および第２温度制御媒体（Ｔ１、Ｔ２）のために、１つの共通の中間貯え器（２０
，２１，２２）を使用し、この場合、該中間貯え器（２０）が、高温の第１温度制御媒体
（Ｔ１）のための可変の容積を有する第１のチャンバ（２１）と、低温の第２温度制御媒
体（Ｔ２）のための可変の容積を有する第２のチャンバ（２２）とを有していて、消費器
（５）における第１または第２温度制御媒体（Ｔ１またはＴ２）から第２または第１温度
制御媒体（Ｔ２またはＴ１）への切換時に一方のチャンバ内の容積が減少すると同時に、
他方のチャンバ内の容積が増大する、請求項７から１０までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項記載の方法を実施するための装置であって、高温
の第１温度制御媒体（Ｔ１）のための第１の温度制御装置（１）と、低温の第２温度制御
媒体（Ｔ２）のための第２の温度制御装置（１０）とが設けられている形式の装置におい
て、供給管路（２、１１）が、消費器（５）の外面、または消費器（５）の内部に設けた
Ｔ字形またはＹ字形の接続部材（４）内で合流されていて、第１および第２温度制御媒体
（Ｔ１、Ｔ２）を、前記接続部材（４）を通じて衝突させて互いに直接接触させ、または
前記接続部材（４）内に設けられた逆止弁（３６，１００）の介在下に衝突させて間接的
に互いに接触させることを特徴とする、消費器をバリオサーム温度制御するための装置。
【請求項１３】
　前記第１および第２の温度制御装置（１、１０）の外側に、または両温度制御装置（１
、１０）内に、それぞれ１つの３方向切換弁（３、１３）が設けられており、該３方向切
換弁（３、１３）によって各温度制御媒体（Ｔ１、Ｔ２）が、一方の切換位置では消費器
（５）に供給されるようになっていて、他方の切換位置では当該温度制御装置（１、１０
）を通る内部循環路内に存在している、請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　消費器（５）から導出されて前記温度制御装置（１、１０）に通じている導出管路（７
、１２）が設けられており、該導出管路（７、１２）が、直接に消費器（５）の外面、ま
たは消費器（５）の内部に設けたＴ字形またはＹ字形の接続部材（６）内で合流されてい
て、高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）と低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）とが、前記接続
部材（６）を通じて衝突させて互いに直接接触させ、または前記接続部材（６）内に設け
られた逆止弁（３７、１００）の介在下に衝突させて間接的に互いに接触させる、請求項
１２または１３記載の装置。
【請求項１５】
　前記温度制御装置（１、１０）が交互に運転されるようになっていて、消費器（５）が
、高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）と低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）とによって交互に
通流されるようになっており、第１温度制御媒体（Ｔ１）を用いた運転時では、前記供給
管路（１１）および前記導出管路（１２）内にそれぞれ第２温度制御媒体（Ｔ２）の静止
した柱が存在しており、該柱が、流動する第１温度制御媒体（Ｔ１）と直接にまたは間接
的に接触しており、第２温度制御媒体（Ｔ２）を用いた運転時では、前記供給管路（２）
および前記導出管路（７）内にそれぞれ第１温度制御媒体（Ｔ１）の静止した柱が存在し
ており、該柱が、流動する第２温度制御媒体（Ｔ２）と直接にまたは間接的に接触してい
る、請求項１２から１４までのいずれか１項記載の装置。
【請求項１６】
　高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）および低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）のための前記
供給管路（２、１１）および／または前記導出管路（７、１２）が、消費器（５）の外面
に、または消費器（５）の内部に設けられたＴ字形またはＹ字形の接続部材（４、６、１
８）を介して互いに接続されている、請求項１２から１５までのいずれか１項記載の装置
。
【請求項１７】
　高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）のための第１の中間貯え器（２０、２１）と、低温の
第２温度制御媒体（Ｔ２）のための第２の中間貯え器（２０、２２）とが設けられており
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、第１および第２の両中間貯え器（２０、２１、２２）が、それぞれ前記導出管路（７、
１２）に接続されている、請求項１２から１６までのいずれか１項記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１の中間貯え器および前記第２の中間貯え器が、１つの共通の中間貯え器（２０
）を形成しており、該共通の中間貯え器（２０）が、高温の第１温度制御媒体（Ｔ１）の
ための第１のチャンバ（２１）と、低温の第２温度制御媒体（Ｔ２）のための第２のチャ
ンバ（２２）とを有しており、第１のチャンバ（２１）が、第１温度制御媒体（Ｔ１）の
ための循環路に接続されており、第２のチャンバ（２２）が、第２温度制御媒体（Ｔ２）
のための循環路に接続されている、請求項１７記載の装置。
【請求項１９】
　前記共通の中間貯え器（２０）内に、第１および第２の両チャンバ（２１、２２）を互
いに分離する、移動可能なピストン（２５）が設けられている、請求項１８記載の装置。
【請求項２０】
　前記ピストン（２５）が、ハウジング（２６）を有しており、該ハウジング（２６）の
内部が、１つの貯えブラダ（３５）によって、または圧縮空気（３４）下にある２つのダ
イヤフラム（２９、３０）によって２つの室に分割されており、各室に１つの開口（２７
、２８）が設けられており、該開口（２７、２８）によって前記室が、前記共通の中間貯
え器（２０）の、この側に位置する第１および第２のチャンバ（２１、２２）に流体的に
接続されている、請求項１９記載の装置。
【請求項２１】
　前記共通の中間貯え器（２０）が、ハウジングを有しており、該ハウジングの内部が、
１つの貯えブラダ（３５）によって、または圧縮空気（３４）下にある２つのダイヤフラ
ム（２８、２９）によって第１のチャンバ（２１）と第２のチャンバ（２２）とに分割さ
れている、請求項１８記載の装置。
【請求項２２】
　前記中間貯え器（２０）が、前記両導出管路（７、１２）に接続されており、前記両導
出管路（７、１２）の接続個所に３方向切換弁（１９）が設けられている、請求項１８か
ら２０までのいずれか１項記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消費器、特に射出成形機の成形型の型半部をバリオサーム温度制御するため
の方法および装置に関する。
【０００２】
　公知先行技術に基づき、射出成形時に成形型を１回の製造サイクル内で加熱しかつ冷却
することが知られている。これによって、一方では射出段階における成形型の高い温度を
、他方では冷却段階における成形型の低い温度を得ようとしている。１回のサイクル内で
成形型の加熱と冷却とをこのように交番させることは、「バリオサーム温度制御（variot
herme. Temperierung）」とも呼ばれる。ギースアウフ（Ｊ．Ｇｉｅｓｓａｕｆ）著の論
文「Variotherme Temperierung- Methoden und Einsatzmoeglichkeiten」（ENGEL Austri
a GmbH, VDI Fachtagung ,,Spritzgiessen 2008- Innovation und Produktivitaet'' ２
００８年１月２９日－３０日、Baden-Baden、ドイツ連邦共和国）において、バリオサー
ム温度制御のための種々の方法およびその使用可能性が紹介されている。上記論文の図３
には、水を用いたバリオサーム温度制御のための回路図が図示されている。この回路図か
ら判るように、互いに異なる温度を有する２つの循環路が設けられている。高温の水と低
温の水とが、適当な弁を介して交互に金型に通されて案内される。
【０００３】
　実際の使用時では、このようなバリオサーム温度制御は適当な交番温度制御装置（Wech
seltemperiergeraete）によって実施される。ジングル・テンペリーアテヒニク社（Firma
 Single Temperiertechnik）の２００８年６月１１日付けの出版物から公知である文献に
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（,,Heiss macht schoen''-Hochwertige Oberflaechen durch variotherme Werkzeugtemp
erierung）は、２循環路システムを備えた交番温度制御装置が記載されている。この文献
の図５から判るように、固有の温度制御装置の他に、温度制御したい型に高温の水と低温
の水とを交互に供給し得るようにするために、弁ステーションが設けられている。型の充
填段階（図５の上側の図）では、型が高温の水によってのみ通流され、冷却段階では、型
が低温の水によってのみ通流される（図５の下側の図）。この場合、弁ステーションに設
けられた複数の管路および弁ステーションから型内の接続部に通じた複数の接続管路が、
高温の水と低温の水とによって交互に通流される。加熱（上側の図）から冷却（下側の図
）への切換時では、まず、所定の弁位置がとられる。この弁位置では、低温の水が、弁ス
テーションに設けられた管路および型内に存在する温かい水を押し退け、いわばこれらの
場所から追い出し、この場合、押しのけられた温かい水は、温かい水のための貯え容器内
へ戻される。弁ステーションに設けられた管路および型から温かい水が除去され、これら
の管路および型が低温の水しか有しなくなると、弁位置を再び変えて、図５の下側の図に
示されているような位置をとることができる。すなわち、この位置では、低温の水だけが
、弁ブロックに設けられた管路や、型への供給管路および型からの導出管路や、型自体を
通って流れる。冷却から加熱への切換時では、逆の過程が行われる。
【０００４】
　前で挙げたような形式のバリオサーム温度制御は、さらに米国特許出願公開第２００４
／０１８８８８６号明細書に基づき公知である。
【０００５】
　この公知の温度制御装置において不都合となるのは、弁ブロックに設けられた管路も、
型への供給管路および型からの導出管路も、高温の水と低温の水とによって常に交互に通
流されることである。すなわち、低温の水もしくは高温の水は実際の消費個所、つまり型
に到達する前に、低温の水はまず高温の管路を通流し、そして逆に高温の水はまず低温の
管路を通流する。したがって、型において所望される温度を達成するためには、温度制御
装置を、加熱のためには必要とされる温度よりも高い温度に調節し、冷却のためには必要
とされる温度よりも低い温度に調節することが必要となる。このことは一方ではエネルギ
収支に不都合な影響を与える。他方において、このことは、型のバリオサーム温度制御の
際の精密な温度経過の調節および維持を困難にする。さらに、加熱から冷却への切換時お
よび冷却から加熱への切換時には、ある程度の時間遅延が生ぜしめられる。なぜならば、
必要となる温度制御媒体はまず、まだ先行した温度制御サイクルからの異なる温度を有す
る弁ブロック内の管路や供給管路を通流しなければならないからである。
【０００６】
　上記公知先行技術に鑑み、本発明の根底を成す課題は、改善されたエネルギ収支を有し
、しかも一層短いサイクル時間で運転され得るような、射出成形型またはその他の消費器
をバリオサーム温度制御するための方法および装置を提供することである。
【０００７】
　この課題は、請求項１の特徴部に記載の特徴を有する方法ならびに請求項１２の特徴部
に記載の特徴を有する装置によって解決される。有利な実施態様および改良形は、請求項
２以下ならびに請求項１３以下に記載されている。
【０００８】
　高温の温度制御媒体も、低温の温度制御媒体も、直接に消費器の外側に、または消費器
内部に、いつでも投入され得る状態で用意され、そしてこの場所で互いに接触しているこ
とにより、消費器内の温度制御媒体の交換時に、別の温度を有する温度制御媒体が直ちに
消費器内に流入する。インタフェースもしくは接触個所において、両温度制御媒体が直接
に衝突し合っていてよく、すなわち互いに直接に接触しているか、またはインタフェース
もしくは接触個所に逆止弁が設けられ得るので、この場所で温度制御媒体は間接的に互い
に接触している。すなわち、上で挙げた公知先行技術の場合のような弁ステーションが不
要にされる。したがって、加熱から冷却への切換時および冷却から加熱への切換時では、
消費器において直ちに、必要とされる方の所要の温度制御媒体がその温度制御通路内に導
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入される。このことはシステムの反応時間に好都合に作用して、前で説明した公知先行技
術におけるようなエネルギ損失を回避する。温度制御媒体としては、たとえば水またはオ
イルが挙げられる。しかし、原則的には別の温度制御媒体を使用することもできる。
【０００９】
　第１第２の両温度制御媒体が、消費器の流入側においても、消費器の流出側においても
互いに接触していると有利である。高温の温度制御媒体によって消費器が温度制御される
場合、それぞれ流動する高温の温度制御媒体との接触個所において低温の温度制御媒体の
静止した柱が生ぜしめられ、この場合、この柱は供給管路と導出管路とに生ぜしめられる
。消費器が低温の温度制御媒体によって温度制御される場合には、逆の事例が行われ、す
なわち、それぞれ流動する低温の温度制御媒体との接触個所において高温の温度制御媒体
の静止した柱が生ぜしめられる。
【００１０】
　第１の実施態様では、「加熱」から「冷却」への切換時に、消費器内に存在している高
温の温度制御媒体が、低温の温度制御媒体を有する循環路内へ持ち込まれ、逆に「冷却」
から「加熱」への切換時には、消費器内に存在している低温の温度制御媒体が、高温の温
度制御媒体を有する循環路内へ持ち込まれる。低温の温度制御媒体内に持ち込まれる高温
の温度制御媒体の量が十分に少ない限りは、低温の温度制御媒体のための温度制御装置に
よって所望の低い温度を問題なく維持することができる。このことは、逆の事例にも、つ
まり低温の温度制御媒体が高温の温度制御媒体のための循環路内に持ち込まれる場合にも
云える。
【００１１】
　エネルギ収支を改善するためには、消費器内に存在しかつ消費器から駆出したい温度制
御媒体を中間貯え器へ搬送し、サイクル中のあとからの時点で再び適正な温度制御媒体内
に持ち込むことができる。高温の温度制御媒体および低温の温度制御媒体は、別個の専用
の中間貯え器または２つの分離されたチャンバを備えた１つの中間貯え器内に搬送される
。「冷却」から「加熱」への切換の後では、高温の温度制御媒体が中間貯え器から再び高
温の温度制御循環路内に戻され、「加熱」から「冷却」への切換の後では、低温の温度制
御媒体が中間貯え器から低温の温度制御循環路内に戻される。所属の温度制御循環路への
温度制御媒体の戻し、すなわち「高温」から「高温」への戻し、および「低温」から「低
温」への戻しは、それぞれ他方の温度制御媒体の、消費器からの駆出と、この温度制御媒
体による所属の中間貯え器の充填とに対して平行に行われる。一方の中間貯え器もしくは
中間貯え器の一方のチャンバから一方の温度制御媒体が導出される間、他方の中間貯え器
もしくは中間貯え器の他方のチャンバは、ちょうど消費器から駆出される他方の温度制御
媒体によって充填される。
【００１２】
　両温度制御媒体のためには、１つの共通の中間貯え器を使用することができる。この場
合、中間貯え器は、高温の温度制御媒体のための可変の容積を有する第１のチャンバと、
低温の温度制御媒体のための可変の容積を有する第２のチャンバとを有していて、消費器
における温度制御媒体の切換時に一方のチャンバ内の容積が減少すると同時に、他方のチ
ャンバ内の容積が増大する。
【００１３】
　前記方法を実施するための本発明による装置は、高温の温度制御媒体のための第１の温
度制御装置と、低温の温度制御媒体のための第２の温度制御装置とを有しており、この場
合、第１第２の両温度制御装置を起点として延びる供給管路が、直接に消費器の外側で、
または消費器内で合流されていて、この場所で高温の温度制御媒体と低温の温度制御媒体
とが、消費器の流入側で互いに接触している。同じく、消費器から導出されて前記温度制
御装置に通じている導出管路が設けられており、該導出管路も、直接に消費器の外側で、
または消費器内で合流されていて、この場所で高温の温度制御媒体と低温の温度制御媒体
とが、消費器の流出側で互いに接触している。高温の温度制御媒体および低温の温度制御
媒体の供給管路および／または導出管路の接触個所には、Ｔ字形またはＹ字形の接続部材
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が設けられていてよく、これらの接続部材を介して供給管路および／または導出管路は流
体技術的に互いに接続されている。これらの接続部材は消費器の外側に、たとえば外面に
設けられるか、または消費器自体の内部に、つまり内在するように設けられ得る。インタ
フェースもしくは接触個所では、温度制御媒体が直接に衝突し合ってよく、すなわち直接
に互いに接触してよいか、またはインタフェースもしくは接触個所に逆止弁が設けられ得
るので、温度制御媒体はこの場所で間接的に互いに接触する。
【００１４】
　供給管路および／または導出管路は、いかなる弁をも有していない。温度制御装置の外
側においてのみ、または温度制御装置内にのみ、両温度制御循環路の供給側でそれぞれ１
つの３方向切換弁が設けられており、該３方向切換弁によって両温度制御循環路において
、温度制御運転、つまり温度制御媒体が消費器を通ってポンプ輸送される温度制御運転と
、循環運転、つまりこの温度制御媒体がちょうど必要とされなくなり、したがって内部循
環路内でのみ循環する循環運転（内部循環もしくはアイドリング運転）との間で切換を行
うことができる。
【００１５】
　本発明の改良形では、２つの中間貯え器が設けられている。すなわち、高温の温度制御
媒体のための中間貯え器と、低温の温度制御媒体のための中間貯え器とが設けられている
。これらの中間貯え器は、ちょうど消費器から駆出される方の温度制御媒体を収容するた
めに働く。中間貯え器からの温度制御媒体は、規定の時間で再び、同じ温度レベルにある
所属の温度制御循環路内に持ち込まれる。すなわち、高温の温度制御媒体は高温の温度制
御循環路内に持ち込まれ、低温の温度制御媒体は低温の温度制御循環路内に持ち込まれる
。両中間貯え器は各温度制御循環路に適当な形式で接続されていて、この場合、両中間貯
え器は、消費器内に存在しかつ消費器から駆出されるべき方の温度制御媒体が一方の中間
貯え器内に導入され、それと同時にこれに平行して他方の中間貯え器内に存在する温度制
御媒体がこの中間貯え器から導出されて、消費器を温度制御するために使用したい方の所
属の温度制御循環路内へ持ち込まれるように運転され得る。すなわち、消費器内に高温の
温度制御媒体が存在していて、「冷却」への切換が行われる場合、つまり消費器を通じて
低温の温度制御媒体をポンプ輸送したい場合、まず低温の温度制御媒体がその中間貯え器
から低温の温度制御媒体の温度制御循環路内に持ち込まれ、消費器もしくは成形型から駆
出された高温の温度制御媒体は高温の温度制御媒体のための中間貯え器内に導入される。
「冷却」から「加熱」への切換時には、逆の方法が行われる。成形型内に存在する温度制
御容量だけが交換されるので、このことは温度制御媒体を用いたバリオサームプロセスの
ためのできるだけ小さな交換容積となる。その結果、このことから、できるだけ小さな中
間貯え器も得られる。
【００１６】
　高温の温度制御媒体のための中間貯え器および低温の温度制御媒体の中間貯え器は、唯
一つの容器内に収納され得る。すなわち、この場合、可変の容積を有する２つのチャンバ
を備えた唯一つの中間貯え器しか存在していない。両チャンバは摺動可能なピストンによ
って、またはフレキシブルなダイヤフラムによって互いに分離されていてよい。両チャン
バが空気層または空気泡（エアブラダ）によって互いに分離されていると、両チャンバの
良好な熱絶縁、つまり良好な断熱を得ることができる。両温度制御媒体の中間貯え器を簡
単に交互に所望の温度制御循環路に接続し得るようにするためには、導出管路の接続範囲
に３方向切換弁が設けられている。この３方向切換弁は消費器の外部に配置されて、該３
方向切換弁の一方の側で消費器の内部に設けられた温度制御循環路に接続されていてよい
。しかし、３方向切換弁が消費器の内部に組み込まれていてもよい。
【００１７】
　以下に、本発明の実施形態を図面につき詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】温度制御循環路の第１実施形態を、運転休止状態で示す回路図である。
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【図２】温度制御循環路の第１実施形態を、加熱運転の状態で示す回路図である。
【図３】温度制御循環路の第１実施形態を、冷却運転の状態で示す回路図である。
【図４】温度制御循環路の第２実施形態を、運転休止状態で示す回路図である。
【図５】温度制御循環路の第２実施形態を、加熱運転の状態で示す回路図である。
【図６】温度制御循環路の第２実施形態を、加熱から冷却への切換時における中間段階で
示す回路図である。
【図７】温度制御循環路の第２実施形態を、冷却運転の状態で示す回路図である。
【図８】温度制御循環路の第２実施形態を、冷却から加熱への切換時における中間段階で
示す回路図である。
【図９】３方向切換弁の概略図である。
【図１０】３方向切換弁の切換記号である。
【図１１】第１実施形態のピストンを備えた中間貯え器の拡大横断面図である。
【図１２】第２実施形態のピストンを備えた中間貯え器の拡大横断面図である。
【図１３】低温の温度制御媒体と高温の温度制御媒体との合流部に設けられた逆止弁の１
実施形態を示す断面図である。
【００１９】
　図１に示した本発明によるバリオサーム温度制御循環路の第１実施形態では、高温の水
、たとえば１５０℃の水のための第１の温度制御装置１が設けられている。この第１の温
度制御装置１からは、供給管路２が導出されている。この供給管路２は第１の３方向切換
弁３を介して、消費器５の流入側に設けられたＹ字形の接続部材４にまで延びている。消
費器５としては、射出成形型の１つの型半部を想定することができる。すなわち、射出成
形型の各型半部が専用の温度制御循環路を有している場合、射出成形型の両成形型を互い
に異なって温度制御することができる。両型半部を同じ温度経過に従ってバリオサーム式
に温度制御したい場合には、両型半部を操作する１つの温度制御循環路を用いて作業する
ことができる。この場合には、消費器５は射出成形型全体である。消費器５の流出側には
、第２のＹ字形の接続部材６が設けられている。この第２のＹ字形の接続部材６には、高
温の水のための導出管路７が接続されている。この導出管路７はＴ字形の接続部材８を介
して第１の温度制御装置１に通じている。３方向切換弁３とＴ字形の接続部材８との間に
は、接続管路９が設けられている。低温の水、たとえば３０℃の水のためには、第２の温
度制御装置１０が設けられている。低温の水のための温度制御循環路は、高温の水のため
の温度制御循環路と同一構造を有している。すなわち、低温の水のための温度制御循環路
は、供給管路１１と、導出管路１２と、３方向切換弁１３と、Ｔ字形の接続部材１４と、
該温度制御循環路の直前に挙げた２つの構成要素の間、つまり３方向切換弁１３とＴ字形
の接続部材１４との間の接続管路１５とを備えている。低温の水のための供給管路１１お
よび導出管路１２は消費器５に設けられた各Ｙ字形の接続部材４；６に接続されている。
高温の水および低温の水はこれらの個所において常に互いに接触している。すなわち、流
入側では、両温度制御媒体が、いつでも直ちに使用されるように直接に消費器の外側に用
意される。択一的には、高温の水と低温の水との間のインタフェースもしくは接触個所を
、１つまたは複数の接触個所において逆止弁によって機械的に分離することもできる。こ
れにより、回路手間をかけることなしに、高温の水と低温の水との間の、ある程度の「絡
み合い」を回避することができる。このことは、１つまたは複数の逆止弁によって、停止
している方の温度制御循環路が、活動している方の温度制御循環路から分離されることを
意味する。このような実施形態は、図１においては、逆止弁３６，３７を表す円形の線３
６，３７によって示されている。このような逆止弁の１実施形態は図１３において、図示
されている逆止弁１００につき詳しく説明する。流入側においてのみ、または流出側にお
いてのみ、または両接触個所において、それぞれ１つの逆止弁が設けられていてよい。戻
り側に設けられた３方向切換弁を備えた変化形では、前記分離を３方向切換弁（図４～図
６、符号１９参照）が引き受ける。Ｙ字形の接続部材４，６は消費器５の外側の表面に設
けられた、対応する開口内にねじ込まれているか、またはその他の手段により固定されて
いてよい。これらの開口は、いわば、消費器を通って延びる温度制御通路（詳細には図示
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しない）の始端部および終端部となる。しかし、高温の水と低温の水との接続個所もしく
は接触個所は消費器の内部に組み込まれていてもよい。消費器が、たとえば射出成形型の
一方の型半部である場合、高温の水と低温の水との接続個所もしくは接触個所は、キャビ
ティの極めて近傍に配置されていてよい。いずれにせよ、その都度必要となる温度制御媒
体が、直接に消費器においていつでも使用され得る状態で用意されている。消費器に存在
する温度は、適当な温度センサ１６によって測定され得る。圧力補償容器１７によって、
システム内に場合によっては生じる圧力変動を補償することができる。作動中、全ての管
路には、等しい流体静力学的な圧力Ｐが生ぜしめられる。温度制御媒体の循環は、適当な
ポンプ（図示しない）を用いて行われる。このポンプは一般に市販の温度制御装置に組み
込まれた構成要素である。
【００２０】
　以下に、図２および図３につき、前記装置の運転形式について詳しく説明する。図面中
の太い線は、流動中の水を有する管路を表しており、多数の横線を備えた細い線は、静止
している水柱を有する管路を表している。太い線の側方に書き込まれている矢印は、流れ
方向を示している。説明のために、当該装置が、ちょうど高温の水が消費器５を通ってポ
ンプ輸送されている（図２）状態にあるものと前提する。高温の温度制御循環路内の３方
向切換弁３は、接続管路９が遮断されかつ供給管路２が開放される切換位置にある。低温
の温度制御循環路内の３方向切換弁１３は、供給管路１１が遮断されかつ接続管路１５が
開放される切換位置にある。第１の温度制御装置１から到来した高温の水は、供給管路２
とＹ字形の接続部材４とを通って消費器５に流入する。供給管路１１内には、低温の水の
静止した水柱が存在している。Ｙ字形の接続部材４では、低温の水が、この低温の水の傍
らを通って流れる高温の水と接触している。この高温の水は消費器５を通流して、流出側
でＹ字形の接続部材６において導出管路７に流入する。高温の水はこの導出管路７からＴ
字形の接続部材８を介して第１の温度制御装置１内に流れ戻る。導出管路１２内には、や
はり低温の水の静止した水柱が存在しているので、流出側においても低温の水が、この低
温の水の傍らを通って流れる高温の水と接触している。３方向切換弁１３の切換位置に基
づき、低温の水はアイドリング運転の形で第２の温度制御装置１０を通って、接続管路１
５と、両管路１１，１２の、接続管路１５と第２の温度制御装置１０との間に位置する区
分とを通流する。
【００２１】
　次いで「加熱」から「冷却」への切換を行いたい場合、つまり高温の水の代わりに、低
温の水を消費器に通したい場合には、３方向切換弁３，１３だけが他方の切換位置へもた
らされる。高温の温度循環路の３方向切換弁３は「内部循環モード」に切り換えられる。
すなわち、供給管路２が遮断され、接続管路９が開放される。それに対して、３方向切換
弁１３は「内部循環モード」から「供給モード」もしくは「温度制御運転モード」に切り
換えられる。すなわち、供給管路１１が開放され、接続管路１５が遮断される。これによ
って、図３に示したような状況が生ぜしめられる。消費器５を通る高温の水の通流は停止
され、消費器５を通る低温の水の通流が開始される。供給管路２および導出管路７内には
、高温の水の静止した水柱が形成される。低温の水は切換の時点で既に消費器５の外側で
待機しているので、時間遅延が生ぜしめられるのではなく、切換の直後に低温の水が消費
器５に流入する。まだ消費器５内に存在している高温の水は、導出管路１２を介して低温
の水のための循環路内へ持ち込まれる。このことは、消費器内に存在する高温の水の量が
、低温の水の量に比べて少ない限りは問題とならない。冷却段階の終了後に、すなわち再
び「冷却」から「加熱」への切換を行いたい場合には、３方向切換弁３，１３が、それぞ
れ冒頭で挙げた切換位置へ戻され、図２に示したような冒頭で説明した運転状態が生じる
。この場合には、消費器５内にまだ存在している低温の水が、導出管路７を介して高温の
水のための温度制御循環路内に持ち込まれる。この場合にも、このことは、消費器５内に
存在する低温の水の量が高温の水の量に比べて少ない限り問題にならないことが判ってい
る。
【００２２】



(10) JP 5693453 B2 2015.4.1

10

20

30

40

50

　図４に示した本発明の択一的な別の実施形態では、さしあたり同じ温度制御循環路が設
けられているので、これらの点については図１に関連した個々の構成要素の説明を参照す
るものとする。しかし、図１に示した実施形態とは異なり、この場合、流入側ではＹ字形
の接続部材４の代わりに、消費器５内に組み込まれたＴ字形の接続部材１８が設けられて
おり、流出側ではＹ字形の接続部材６の代わりに、消費器５内に組み込まれた３方向切換
弁１９が設けられている。さらに、流出側には中間貯え器２０が設けられている。この中
間貯え器２０は高温の水のための第１のチャンバ２１と、低温の水のための第２のチャン
バ２２とを有している。第１のチャンバ２１は接続管路２３を介して高温の水のための導
出管路７に接続されており、第２のチャンバ２２は接続管路２４を介して低温の水のため
の導出管路１２に接続されている。この場合、これらの接続は、たとえばＴ字形の接続部
材８または１４と同様のＴ字形の接続部材を用いて行われる。第１第２の両チャンバ２１
，２２は、移動可能なピストン２５によって熱的および流体的に互いに分離されている。
ピストン２５の詳細は図１１および図１２に図示されている。
【００２３】
　以下に、図５～図８につき、この装置の運転形式を詳しく説明する。図面中の太い線は
、流動中の水を有する管路を表しており、多数の横線を備えた細い線は、静止している水
柱を有する管路を表している。上で説明した第１実施形態の場合と同様に、この場合にも
、説明のために、当該装置が、ちょうど高温の水が消費器５を通ってポンプ輸送されてい
る状態にあるものと前提する。この状態では、両温度制御装置に設けられた３方向切換弁
３，１３が、上で図２につき説明した実施態様の場合と同じ切換位置にある。消費器５内
の３方向切換弁１９は、消費器５が高温の水のための導出管路７に接続されかつ低温の水
のための導出管路１２が遮断される切換位置に位置している。第１のチャンバ２１内の高
温の水の容量は最小値をとっており、第２のチャンバ２２内の低温の水の容量は最大値を
とっている。
【００２４】
　「加熱」から「冷却」へ切り換えたい場合には、前記３方向切換弁３，１３，１９が次
のように切り換えられる。高温の温度制御循環路の３方向切換弁３が「内部循環モード」
に切り換えられる。すなわち、供給管路２が遮断され、接続管路９は開放される。それに
対して、３方向切換弁１３は「内部循環モード」から「供給モード」もしくは「温度制御
運転モード」に切り換えられる。すなわち、供給管路１１が開放され、接続管路１５は遮
断される。３方向切換弁１９のこれまでの切換位置は、さしあたり維持される。すなわち
、さしあたり消費器５と、高温の水のための導出管路７とが接続される状態が維持される
。これによって、図６に示したような状況が生ぜしめられる。低温の水のための温度制御
循環路内のポンプの作動によって、低温の水が消費器５に導入され、消費器５内にまだ存
在している高温の水は３方向切換弁１９と、導出管路７と、接続管路２３とを介して中間
貯え器２０の第１のチャンバ２１内に流入する。このときにピストン２５は押しのけられ
（ピストンから下方へ引き出された矢印参照）、第２のチャンバ２２内に存在する低温の
水が、接続管路２４と導出管路１２とを介して、低温の水のための温度制御循環路内に持
ち込まれる。この状態は、あとから流入してくる低温の水によって高温の水が全て消費器
５から駆出されるまで維持される。この場合、常時、高温の水が第１のチャンバ２１内に
導入され、そしてこれに対して平行して低温の水が第２のチャンバ２２から導出されて、
低温の水のための温度制御循環路内に持ち込まれる。この切換段階の終了時に、つまり高
温の水が全て消費器５から駆出されたときに、高温の水のための第１のチャンバ２１内の
容量は最大値をとり、低温の水のための第２のチャンバ２２内の容量は最小値をとる。こ
の状態が達成されると、３方向切換弁１９は、消費器５が低温の水のための導出管路１２
に接続される切換位置へもたらされる。この場合、低温の水だけが温度制御循環路内を循
環されて、消費器５に通される。当該装置は冷却段階にある。この状況は図７に図示され
ている。
【００２５】
　再切換時、つまり次いで「冷却」から「加熱」への切換が行われる場合、上で説明した
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過程と同様の過程が行われる。すなわち、両温度制御装置に設けられた３方向切換弁３，
１３は、それぞれ他方の切換位置へもたらされる。低温の水のための温度制御循環路は「
内部循環モード」もしくは「アイドリングモード」に調節され、高温の水のための温度制
御循環路は「温度制御運転モード」に調節される。３方向切換弁１９の位置はさしあたり
変えられない。すなわち、消費器５はさしあたり、低温の水のための導出管路１２に接続
されたままとなる。この状況は図８に図示されている。次いで、上で説明した場合と同様
に、高温の水のポンプ輸送時に、消費器５内に存在する低温の水が、消費器５から押しの
けられる。各３方向切換弁３，１３，１９に与えられた弁位置に基づき、低温の水は消費
器５から導出管路１２と接続管路２４とを介して低温の水のための第２のチャンバ２２内
に押しのけられ、それと同時に高温の水が第１のチャンバ２１から流出して、接続管路２
３を介して高温の水のための温度制御循環路内に持ち込まれる。この状態は、低温の水が
全て消費器５から排出されるまで維持される。次いで、第２のチャンバ２２はその最大容
量に達し、第１のチャンバ２１はその最小容量に達する。次いで、３方向切換弁１９が切
り換えられて、消費器５が高温の水のための導出管路７に接続され、高温の水だけが循環
路内を循環される切換位置へもたらされる。この場合、図５に示した初期状況が再び達成
されており、次の温度制御サイクルが開始し得る。
【００２６】
　図９には、３方向切換弁３が概略的に図示されており、図１０には所属の切換記号が図
示されている。３方向切換弁は３つの接続ポートと２つの切換位置とを有する弁（３ポー
ト２位置弁）である。到来する温度制御媒体は接続ポートＰに印加され、切換位置に応じ
て一方の管路（Ａ）か他方の管路（Ｂ）へ導通される。実際の使用時において、本発明に
おける３方向切換弁は制御装置によって制御され、たとえば電磁式に切り換えられる。こ
の制御装置は外部の制御装置であってもよいし、あるいは射出成形機自体の制御部であっ
てもよい。
【００２７】
　図１１には、適当な形式で熱的に遮断された、つまり断熱されたハウジング３１を備え
た中間貯え器２０の一部が拡大されて図示されている。ハウジング３１内で摺動可能なピ
ストン２５が設けられており、このピストン２５は２つの開口２７，２８を備えたハウジ
ング２６を有している。シールリング３２，３３を用いて、ピストン２５はハウジング３
１に対してシールされているので、第１第２の両チャンバ２１，２２は流体的に互いに分
離されている、すなわち両チャンバ２１，２２の間で流体が導通しないように分離されて
いる。ピストン２５の中央には、２つのフレキシブルなダイヤフラム２９，３０が緊締さ
れており、両ダイヤフラム２９，３０の間には、圧縮空気クッション３４が存在している
。開口２７，２８と圧縮空気クッション３４とを介して、両チャンバ２１，２２の間の圧
力補償を行うことができる。ダイヤフラム２９，３０と圧縮空気クッション３４とによっ
て、高温の水と低温の水とは流体的にも熱的にも互いに分離されている。実際の使用時で
は、ダイヤフラム２９，３０は一般に、外方へ向かってある程度の湾曲が生ぜしめられか
つ空気クッションが凸面状の形状をとるようにプリロード（予荷重）をかけられている。
【００２８】
　２つのフレキシブルなダイヤフラム２９，３０を有する図示のシステムの代わりに、ピ
ストン２５の内部に圧力補償部として貯えブラダ３５を設けることもできる（図１２）。
【００２９】
　低温の水と高温の水とがぶつかり合う個所には、図１３に示したような逆止弁１００を
設けることができる。消費器５の外側には、適当なねじ１０２，１０３によって弁ブロッ
ク１０１が固定されている。弁ブロック１０１の内部には、Ｔ字形の通路装置が設けられ
ており、このＴ字形の通路装置は、外方へ導出された通路１０４，１０５，１０６を備え
ている。第１の通路１０４および第２の通路１０５は高温の温度制御媒体のための供給管
路２および低温の温度制御媒体のための供給管路１１のための接続部に通じている。それ
に対して、第３の通路１０６は消費器５に設けられた接続部に通じている。これらの通路
１０４，１０５，１０６の接続個所には、第１の通路１０４および第２の通路１０５に対
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して同軸的に形成された、拡大された細長い孔１０７が設けられている。この孔１０７内
では、ボール１０８が、図面で見て左側のストッパ位置Ａと右側のストッパ位置Ｂとの間
で往復運動し得るようになっている。高温の水が供給管路２と第２の通路１０５とを介し
て供給される第１の運転状態では、ボール１０８が、図面で見て左側のストッパ位置Ａへ
押しのけられて、第３の通路１０６を開放する。すなわち、この運転状態では、消費器５
を通じて高温の水をポンプ輸送することができる。低温の水が供給管路１１と第１の通路
１０４とを介して供給される第２の運転状態では、ボール１０８が、図面で見て右側のス
トッパ位置Ｂへ押しのけられて、第３の通路１０６を開放する。すなわち、この運転状態
では、消費器５を通じて低温の水をポンプ輸送することができる。
【００３０】
　本発明は、可塑化されたプラスチック材料が、射出段階では、加熱された成形型のキャ
ビティ内へ射出され、冷却段階では成形型が冷却されて、プラスチック材料が完全に加工
成形されて完成したプラスチック製品を形成するような、プラスチック製品の射出成形の
ために適している。すなわち、成形型は交互に加熱・冷却され、この場合、本発明は特に
短いサイクル時間を有する射出成形のために適している。本発明は原則的に、消費器を高
温の液体と低温の液体とによって交互に温度制御したいあらゆる技術分野において使用可
能である。たとえば、プラスチック材料が１つまたは複数の混合ヘッドを介して成形型内
に導入されるようなＰＵＲ成形型の型半部も、本発明により温度制御され得る。基本的に
、別の消費器、たとえばプレスのバリオサーム温度制御も考えられる。
【符号の説明】
【００３１】
　１　高温の水のための温度制御装置
　２　高温の水のための供給管路
　３　高温水循環路内の３方向切換弁
　４　Ｙ字形の接続部材
　５　消費器
　６　Ｙ字形の接続部材
　７　高温の水のための導出管路
　８　高温水循環路内のＴ字形の接続部材
　９　接続管路
　１０　低温の水のための温度制御装置
　１１　低温の水のための供給管路
　１２　低温の水のための導出管路
　１３　低温水循環路内の３方向切換弁
　１４　低温水循環路内のＴ字形の接続部材
　１５　接続管路
　１６　温度センサ
　１７　圧力補償容器
　１８　消費器流入部内のＴ字形の接続部材
　１９　消費器流出部内の３方向切換弁
　２０　中間貯え器
　２１　高温の水のためのチャンバ
　２２　低温の水のためのチャンバ
　２３　高温の水のための接続管路
　２４　低温の水のための接続管路
　２５　ピストン
　２６　ピストンのハウジング
　２７　チャンバ２１に通じた開口
　２８　チャンバ２２に通じた開口
　２９　第１のダイヤフラム
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　３０　第２のダイヤフラム
　３１　中間貯え器のハウジング
　３２　第１のシールリング
　３３　第２のシールリング
　３４　圧縮空気クッション
　３５　圧縮空気貯えブラダ
　３６　逆止弁
　３７　逆止弁
　１００　逆止弁
　１０１　弁ブロック
　１０２　固定用ねじ
　１０３　固定用ねじ
　１０４　第１の通路
　１０５　第２の通路
　１０６　第３の通路
　１０７　孔
　１０８　ボール
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